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Do you know this man?
今年は学級だよりが書けないので、ちょっとおこがましいですが、学年だよりの場を借りて、みんなにある人物の言葉を紹介します。
人権文化祭では、みんなでアメリカが生んだ大スターマイケルジャクソンについて勉強しましたね。あの取り組みを通じて、少しでも何かみんなの心に残るもの、感じるものがあれば嬉しいと思っています。今日は、マイケルではありませんが、同じくアメリカが生んだ偉人、スティーブ・ジョブズについて少し紹介します。そもそも、みんなスティーブ・ジョブズって知っていますか？
「アップル」という会社の創業者で先週、この世を去りました。ジョブズは友人と２人で自宅ガレージに会社をたちあげ、パソコンを世界中に広めたことにはじまり、その後も携帯音楽プレーヤー「iPod（アイポッド）」やスマートフォン「iPhone（アイフォーン）」、タブレット端末「iPad（アイパッド）」などのヒット商品を立て続けに世に送り出し、家電やデジタルメディア業界を一変させた人です。
僕は彼が２００５年にスタンフォード大学の卒業式で卒業生に向けたスピーチが、とても自分の心に残っていて、メモ帳に書きとめているので、その一部を紹介しますね。

今、自分の目の前のことが、自分の将来にどうつながってくるかはわからないよね。
中間試験の勉強だるいなあと思う人も少なくないでしょう。でもこの勉強がきっといつか自分の将来、役に立つんだと信じて頑張ってみたらどうかな？部活や習い事もしんどくてやめたくなるときがあるかもしれない。でも今頑張っていることの一つ一つが、いつの日か線でつながるときが来ると思うよ。
僕自身の経験でいうと、中学・高校時代の勉強の内容が直接、今の人生に役に立って
いるとはそんなに思えません。「１１９２作ろう鎌倉幕府」の知識がいまの生活に直接役にたつことはありません（遠山先生、ごめんなさい！）。でも畑を耕しておけば、いざ自分の夢がみつかったとき、そこに種が出て、花を咲かせることができます。結果的に、勉強を頑張って大学までいったことで、選べる職業の幅もずいぶんと広がりました。
この「教師」という職業も、大学をでていないとチャレンジすることさえ難しいんです。
また僕は大学を卒業後、いったん会社に就職しました。会社で働きはじめた時は、当然、先生に転職する自分の未来なんて知りません。ところが、その当時会社で学んだこと（書類の書き方、パソコンの技術、仕事への姿勢、お酒のつぎ方、宴会芸!?などなど色んなこと）が、たくさん、先生になってからも役に立っています。
これらはすべて今になって過去を振り返った時につながっていることに気づくんです。「あ～、あのとき一生懸命やってて良かった（もしくは、あ～、あのときなんで手を抜いてしまったんだろう）って。」
そしてジョブズは、これから社会に出ていく学生にこんなことを言っています。

僕はこの職業に転職できて本当に良かったと思っています。僕にとって先生って職業は「素晴らしい」と信じることができる仕事です。好きな仕事です。ぜひみんなも見つかるまで探し続けてください。１１月の職業体験も、あなたの自分探しの旅の助けになるといいですね。
さらにジョブズはこんなことも言っています。

僕は実は小学生、中学生のころから漠然と「先生」という職業に憧れをもっていました。でもそれが高校、大学と進むうちにジョブズの言う雑音に打ち消され、自分の心、直感に反して会社に就職をしました。結果的に今、転職できてよかったですが、転職するかどうか悩んでいるときすでに結婚して家庭もあったので、相当勇気がいりました。みんなも自分の内なる声を大切にしてほしいなあと思います。
いかがでしたか？ちょっと内容が難しかったかな？決して押しつけるつもりはありません。他にもジョブズは数々の名言を残しているので、興味があればぜひインターネットなどで調べてみてください。マイケルと同じように何か感じてくれる人が１人でもいれば幸いです。             
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未来に先回りして点と点をつなげることはできない。君たちができるのは過去を振り返ってつなげることだけなんだ。だから点と点がいつか何らかのかたちでつながると信じなければならない。歩む道のどこかで点と点がつながると信じれば、自信を持って思うままに生きることができます。たとえ人と違う道を歩んでも、信じることが全てを変えてくれるのです。





これから仕事が大きな割合をしめるのだから、本当に満足を得たいのであれば進む道はただ一つ。それは自分が素晴らしいと信じる仕事をやること。好きな仕事をやること。もし見つからないなら探し続けること。





君たちが持つ人生は限られている。人の人生に自分の時間を費やすことはありません。誰かが考えた結果に従って生きる必要もない。自分の内なる声が雑音に打ち消されないことです。そして、最も重要なことは、自分自身の心と直感に素直に従い、勇気をもって行動することです。心の直感というのは君たちが本当に望んでいる姿を知っています。











